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全
自
治
体
の
首
長
、

議
会
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
賛
同
し
て
い
る
唯

一
の
県
で
あ
る
岩
手
県

か
ら
核
兵
器
廃
絶
の
う

ね
り
を
大
き
く
広
げ
て

い
こ
う
と
。

昨
年
は
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
反
核
平

和
マ
ラ
ソ
ン
で
す
が
、

今
年
は
、
各
単
組
の
意

見
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

を
取
り
な
が
ら
、
開
催

し
、
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加

や
引
継
ぎ
集
会
等
の
規

模
は
例
年
よ
り
大
幅
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、

成
功
裡
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
。

初
日
は
、
６
月
１
日

（
火
）
雲
の
隙
間
か
ら

青
空
が
覗
く
絶
好
の
天

気
の
下
、
大
船
渡
市
役

所
前
に
釜
石
・
大
船
渡

か
ら
30
人
余
り
の
青
年

が
結
集
し
、
「
第
36
回

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」

の
ス
タ
ー
ト
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日

和
の
も
と
号
砲
と
共
に

ス
タ
ー
ト
、
陸
前
高
田

市
で
は
、
途
中
通
り
掛

か
っ
た
夫
婦
に
「
何
か

し
て
い
る
の
？
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
、
「
反
核

平
和
を
訴
え
た
『
県
内

一
周
反
核
平
和
マ
ラ
ソ

ン
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
」

と
答
え
る
と
、
「
良
い

ね
。
頑
張
っ
て
！
」
と

声
援
を
頂
く
な
ど
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
、
最
終
日

は
大
荒
れ
の
天
気
と
な

り
ま
し
た
が
、
小
さ
な

一
歩
が
世
界
の
平
和
に

繋
が
っ
て
行
け
れ
ば
と
、

４
日
間
で
約
４
０
０
人

が
携
わ
り
「
色
紙
」
や

「
折
り
鶴
」
と
共
に
、

ゴ
ー
ル
ま
で
タ
ス
キ
を

繋
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

８
月
の
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
向
け
、
日

本
政
府
へ
『
核
兵
器
禁

止
条
約
』
へ
の
署
名
・

批
准
を
求
め
、
さ
ら
に

反
核
平
和
の
声
を
大
き

く
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
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憲
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方
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６
月
21
日
（
月
）

17
時
40
分
集
合

17
時
50
分

デ
モ
ス
タ
ー
ト

集

合

場

所

岩
手
県
庁
向
か
い
内
丸
緑
地

コ
ー
ス

内
丸
緑
地
→
野
村
證
券
前
左
折
→

カ
ワ
ト
ク
前
左
折
→

農
林
会
館
前
流
れ
解
散

●

マ
ス
ク
着
用
、
２
ｍ
間
隔
で
、
プ
ラ
カ
ー

ド
や
の
ぼ
り
等
歓
迎
！

検
討
さ
れ
な
か
っ
た

代
替
案

技
術
者
や
研
究
者
も
参

加
す
る
「
原
子
力
市
民
委

員
会
」
は
「
大
型
タ
ン
ク

貯
留
案
」
、
「
モ
ル
タ
ル

固
化
処
分
案
」
を
提
案
し
、

経
済
産
業
省
に
提
出
し
た
。

十
分
現
実
的
な
内
容
で
実

績
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ら
は
ま
っ
た
く

検
討
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
大
型
タ
ン
ク
貯
留
案
」

は
、
ド
ー
ム
型
屋
根
、
水

封
ベ
ン
ト
付
き
の
大
型
タ

ン
ク
を
建
設
す
る
案
だ
。

建
設
場
所
と
し
て
は
、
福

島
第
一
原
発
の
敷
地
内
の

７
・
８
号
機
建
設
予
定
地
、

土
捨
て
場
な
ど
を
提
案
。

大
型
タ
ン
ク
は
、
石
油
備

蓄
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、

多
く
の
実
績
を
も
つ
。
ド
ー

ム
型
屋
根
を
採
用
す
れ
ば
、

雨
水
混
入
の
心
配
は
な

い
。
防
液
堤
の
設
置
も
含

ま
れ
て
い
る
。
「
モ
ル
タ

ル
固
化
処
分
案
」
は
、
ア

メ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
リ
バ
ー

核
施
設
の
汚
染
水
処
分
で

も
用
い
ら
れ
た
実
績
が
あ

る
。
汚
染
水
を
セ
メ
ン
ト

と
砂
で
モ
ル
タ
ル
化
し
、

半
地
下
の
状
態
で
保
管
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
多
核
種
除
去

設
備
）
小
委
員
会
の
報
告

書
に
は
、
東
電
が
一
方
的

に
、
大
型
タ
ン
ク
保
管
案

を
否
定
す
る
見
解
の
み
が

記
さ
れ
、
今
回
の
政
府
決

定
に
も
採
用
さ
れ
た
。
そ

の
過
程
で
、
一
度
た
り
と

も
、
提
案
を
行
っ
た
原
子

力
市
民
委
員
会
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
議
論
等
は

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

漁
業
者
と
の
約
束
を
反

故
に地

元
の
漁
業
者
は
、
事

故
直
後
か
ら
、
東
電
に
よ

る
汚
染
水
の
意
図
的
、
非

意
図
的
な
放
出
に
何
度
も

苦
汁
を
飲
ま
さ
れ
て
き
た
。

２
０
１
１
年
4
月
、
東
電

は
汚
染
水
１

万
ト
ン
を

「
緊
急
時
の
や
む
を
え
な

い
措
置
」
と
し
て
放
出
。

こ
の
時
、
漁
業
者
と
の
協

議
は
な
く
、
全
漁
連
は
東

電
に
対
し
て
強
く
抗
議
し

た
。
２
０
１
３
年
に
は
、

原
発
構
内
の
高
濃
度
の
汚

染
水
が
流
出
し
続
け
て
い

る
こ
と
を
、
東
電
は
後
か

ら
発
表
し
た
。
２
０
１
５

年
、
福
島
県
漁
連
が
地
下

水
バ
イ
パ
ス
や
サ
ブ
ド
レ

ン
の
水
を
海
洋
放
出
す
る

こ
と
を
了
承
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
き
、
タ
ン
ク

に
た
め
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
に
関
し

て
、
東
電
は
「
関
係
者
の

理
解
な
し
に
は
処
分
を
し

な
い
」
と
約
束
し
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海

洋
放
出
を
す
る
と
な
れ
ば
、

こ
の
約
束
を
反
故
に
す
る

こ
と
な
る
。

地
元
お
よ
び
全
国
の
漁

業
者
は
繰
り
返
し
反
対
の

意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

反
対
し
て
い
る
の
は
福

島
の
漁
業
者
だ
け
で
は
な

い
。
茨
城
沿
海
地
区
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
も
２
０

２
０
年
２
月
、
汚
染
水
を

海
に
放
出
し
な
い
よ
う
に

求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。

宮
城
県
漁
連
も
海
洋
放
出

に
反
対
の
意
見
を
表
明
し

て
い
る
。
国
際
環
境N

G
O

F
o
E

J
a
p
a
n

が
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
、
茨
城
、
千

葉
、
東
京
の
６
都
県
の
漁

協
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
海

洋
放
出
に
関
し
て
は
ほ
ぼ

す
べ
て
の
漁
協
が
反
対
で

あ
っ
た

。
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汚染水の海洋放出方針を決定 （２）かくれ食品添加物

一括表示という抜け穴
添加物５００品目がかくれんぼ（２）

メーカーに都合の良い表示規制

たとえば「酸味料」として使用される物質は酢酸、

クエン酸、乳酸、アジピン酸など全部で２４品目程

度ありますが、どれを使っても、同時にいくつ使っ

ても「酸味料」とだけ表示すればよいのです。

食パンにイーストフードとして酸化アンモニウム、

グルコン酸Na、リン酸二水素アンモニウムの３種類

の合成添加物が使用された場合でも、食パンの包装

紙には「イーストフード」とだけ表示されます。

数百種類もある「香料」にはアレルゲンになるも

のもあるので、アレルギー症状が出たさい、原因物

質を突き止められないケースも生まれる可能性があ

ります。

また、複数の添加物を混ぜたり同時に使うことに

よって、安価で品質の劣る食品を製造していても、

物質名が表示されないので、消費者にはわかりませ

ん。そのため「メーカーにとって非常に都合が良い

制度」といわれています。

国際価格では、一括名表示ができるのはガムベー

ス、香料、加工デンプンの３種類のみです。米国や

中国などは香料だけ認められており、日本は食品添

加物の使用に寛容と言わざるをえません。

表示寛容化求める消費者知る権利を手放さないで

弁当の表示を用いて、どちらの原材料表示がわかり

やすく見やすいかを尋ねた「消費者意向調査」があ

ります。一括名表示４５．５％、用途名・物質名表

示が２５．３％どちらともいえないが２９．３ ５％、

でした。

原材料表示は使用されている添加物を知るという

大切な情報源です。しかし調査では、情報が省略さ

れて隠されてしまっていることより、小さな字は見

にくいなどの理由で見やすさを優先してしまう人が

少なくないことがみてとれます。このような現状で

は、消費者自身で知る権利を手放していくことにな

りかねない気がします。

表示は食品メーカーと消費者との間で交わされて

いる契約書でもあります。この「かくれ食品添加物

シリーズ」もより安全な食品を選択するためのヒン

トになればと願っています。

食べの通信

家庭栄養研究会顧問 蓮尾隆子

人間が健康に生きて行く為に１５２

大船渡市役所前

大荒れの天気のなか

タスキをつなぎました

絶好のマラソン日和

「第
36
回
県
内
一
周
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」

岩
手
自
治
労
連
青
年
部
は
、
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
を
目
指
し
て
、
６
月
１
日
（
火
）
大

船
渡
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
南
・
北
に
分
か
れ
て
県
内
一
周
、
４
日
（
金
）
の
盛
岡
市
役
所
前
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
に
も
ま
け
ず
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
走
り
ま
し
た
。

岩
手
自
治
労
連
で
は
岩
手
県
内
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

各
自
治
体
要
請
書
を
手
渡
し
て
懇
談
し
ま
し
た
。

５
月
18
日
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｂ
コ
ー
ス
滝
沢
市
、
八
幡
平
市
、
岩
手
町
を
訪
問
。

「
核
兵
器
を
含
む
全
て
の
兵
器
の
使
用
は
許
さ
れ
な
い
」
滝
沢
市

「
日
本

は
も
っ
と
難
民
受
け
入
れ
を
」
八
幡
平
市

「
ワ
ク
チ
ン
接
種

医
療
従
事

者
の
確
保
が
課
題
」
岩
手
町

５
月
19
日

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｂ
コ
ー
ス
、
田
野
畑
村
、
岩
泉
町
、
宮
古

市
を
訪
問
。

「
コ
ロ
ナ
対
策
で
国
の
対
応
に
不
安
」
田
野
畑
村

「
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
定
住
の
取
り
組
み
を
」
岩
泉
町

「
原
発
処
理
水
海
洋
放
出
は
反
対
」
宮

古
市
を
訪
問
。

５
月
19
日

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ａ
コ
ー
ス
は
、
陸
前
高
田
市

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
魅
力
と
可
能
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
」
陸
前

高
田
市
を
訪
問
。

５
月
20
日

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
葛
巻
町
・
一
戸
町
を
訪
問
。

コ
ロ
ナ
対
策
「
交
付
金
は
現
場
で
柔
軟
に
使
え
る
も
の
に
」
葛
巻
町
・
一
戸

町

「
県
の
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
」
二
戸
市

岩
手
自
治
労
連
21
春
闘
闘
争
速
報
33
・
34
よ
り
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桜
の
季
節
も
終
り
、
空

に
は
、
鯉
の
ぼ
り
が
元
気

に
泳
い
で
い
ま
す
。

電
話
か
ら
元
気
な
声
を

聞
き
、
そ
し
て
ジ
ョ
イ
フ

ル
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
懐
か

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
毎

月
御
苦
労
様
で
す
。
自
分

は
電
話
の
通
り
昨
年
か
ら

入
退
院
の
繰
り
返
し
で
す

が
、
現
在
は
無
理
を
し
な

い
よ
う
に
、
春
の
農
作
業

で
す
。
今
年
こ
そ
病
院
か

ら
さ
よ
う
な
ら
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

誰
が
言
っ
た
名
言
か
知

り
ま
せ
ん
が
、
18
歳
と
81

歳
の
違
い

恋
に
溺
れ
る
の
が
18
歳
、

風
呂
で
溺
れ
る
の
が
81
歳

道
路
を
爆
走
す
る
の
が

18
歳
、
逆
走
す
る
の
が
81

歳
心
が
も
ろ
い
の
が
18
歳
、

骨
が
も
ろ
い
の
が
81
歳

ド
キ
ド
キ
止
ま
ら
な
い

の
が
18
歳
、
動
悸
が
止
ま

ら
な
い
の
が
81
歳

恋
で
胸
を
詰
ま
ら
せ
る

の
が
18
歳
、
餅
で
の
ど
を

詰
ま
ら
せ
る
の
が
81
歳

偏
差
値
が
気
に
な
る
の

が
18
歳
、
血
圧
血
糖
値
が

気
に
な
る
の
が
81
歳

ま
だ
何
も
知
ら
な
い
18

歳
、
も
う
何
も
覚
え
て
い

な
い
81
歳

自
分
探
し
を
し
て
い
る

18
歳
、
み
ん
な
が
自
分
を

探
し
て
い
る
81
歳

コ
ロ
ナ
で
気
持
ち
が
沈

ん
で
い
ま
す
が
、
無
理
を

し
な
い
で
、
明
る
く
、
元

気
に
、
お
互
い
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

乱
筆
に
て
、
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
。

鳥
海
山
は
連
休
の
５

月
３
日
（
月
・
祝
）
～
４

日
（
火
・
祝
）
参
加
者
は

10
名
で
し
た
。

３
日
午
前
中
は
雨
で
、

法
体
ノ
滝
を
観
光
。
午
後

か
ら
日
差
し
が
で
て
き
た

の
で
、
熊
野
森
か
ら
登
り
。

祓
川
の
高
度
ま
で
上
が
り

お
花
畑
ま
で
滑
走
。

４
日
は
強
風
で
氷
の
薬

師
で
止
め
、
山
頂
に
は
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
お
花

畑
ま
で
の
長
い
距
離
を
滑

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
天
気
が
良
く
て
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
滑
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。
楽
し
い
山

ス
キ
ー
で
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
久
々

の
快
適
な
山
ス
キ
ー
交
流

と
な
り
ま
し
た
。
来
シ
ー

ズ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
も
納

ま
り
快
適
な
山
ス
キ
ー
が

楽
し
め
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

５
月
11
日
（
火
）
曇
り

高
洞
山
（
５
２
２
ｍ
）
に

里
山
登
山
、
午
後
に
は
一

時
的
に☔

マ
ー
ク
が
あ
り

少
し
雨
も
心
配
さ
れ
た
。

10
時
上
米
内
駅
駐
車
場

に
集
合
、
10
名
で
山
頂
を

目
指
し
て
出
発
し
た
。

駅
舎
横
の
線
路
を
横
切

り
木
々
が
茂
る
登
山
道
へ
、

す
ぐ
左
手
に
朽
ち
た
一
軒

家
が
あ
っ

た
。
誰
か
が

｢

昔
大
金
持
ち
が
マ
ー
ジ
ャ

ン
を
す
る
為
建
て
た
ら
し

い
…
…｣

？
？

そ
こ
を
抜
け
て
左
に
曲
が

る
と
視
界
が
開
け
て
明
る

く
な
っ
た
。
周
り
の
木
々

が
伐
採
さ
れ
遮
る
も
の
が

な
い
。

ね
ず
み
色
の
空
と
木
々

が
切
ら
れ
た
山
の
中
で
重

機
が
動
い
て
い
た
。
重
機

の
運
転
手
は
親
切
に
私
達

の
行
く
道
を
あ
け
て
く
れ

た
。
道
の
両
側
に
目
を
や

る
と
山
菜
が
生
え
て
い
る

よ
う
な
気
配
…
、
し
ど
け

は
な
い
か
、
わ
ら
び
は
な

い
か
と
探
す
。
で
も
こ
ご

み
が
大
き
く
腕
を
広
げ
た

よ
う
に
伸
び
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
群
生
し
て
い
た
。

そ
れ
以
外
は
山
菜
は
何
も

見
え
な
い
。
そ
う
こ
う
し

て
い
る
間
に
小
清
水
も
過

ぎ
、
若
葉
が
茂
る
中
、
山

頂
を
目
指
し
た
。
少
し
急

登
が
あ
っ
た
も
の
の
山
頂

に
は
、
正
面
に
そ
び
え
立

つ
岩
手
山
、
心
地
良
く
吹

く
風
、
赤
く
膨
ら
ん
だ
ツ

ツ
ジ
の
蕾
が
愛
ら
し
い
。

心
配
し
た
雨
も
振
ら
す
、

高
洞
山
は
予
定
時
間
よ
り

も
早
く
下
山
出
来
た
。

少
し
ば
か
り
の
山
菜
は
、

ト
ロ
リ
と
ホ
ロ
苦
く
躰
に

染
み
渡
る
味
で
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

絵

５
月
27
日
に
盛
岡
大

学
で
食
料
支
援
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
も
あ
り

事
前
申
込
み
制
に
し
て
、

当
日
は
54
人
の
学
生
に

お
米
や
食
品
、
日
用
品

を
渡
し
ま
し
た
。
学
生

へ
の
周
知
や
段
取
り
な

ど
、
盛
岡
大
学
生
協
の

全
面
的
な
協
力
を
い
た

だ
き
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
食
料
配

布
を
知
ら
な
い
学
生
も

い
て
、
事
後
申
込
み
を

そ
の
場
で
受
付
け
て
、

26
人
の
学
生
に
後
日
届

け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

学

生
さ

ん
か

ら

は

「
バ
イ
ト
が
減
っ
て
収

入
が
減
り
、
食
費
を
抑

え
て
い
る
」
「
コ
ロ
ナ

が
気
に
な
り
帰
省
し
て

い
な
い
」
な
ど
の
声
が

あ
り
、
と
て
も
助
か
る

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

後
日
の
分
を
６
月
３
日

に
届

け

た
と

き
に

、

「
盛
岡
大
学
と
し
て
、

接
触
の
可
能
性
な
ど
で

自
宅
待
機
を
し
て
い

る
学
生
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
」
と

大
学
生
協
の
吉
田
店
長

さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

岩
手
大
学
生
向
け
に
は

ほ
っと
ま
ん
ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
２
回
目
を
実
施

民
青
同
盟
県
委
員
会

に
よ
る
「
ほ
っ
と
ま
ん

ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
５
月
30
日
に
上

田
公
民
館
で
２
回
目
の

食
料
配
布
行
動
を
行
い
、

１
１
０
人
を
超
え
る
学

生
が
食
料
品
な
ど
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
盛
岡
市
へ

学
生
対
策
な
ど
の
要
請

を
計
画
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

６
月
16
日
（
水
）
に

県

立
大
学
で
行
い
ま
す

食
料
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

＝

で
は
、
継
続

し
た
支
援
を
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

お
米
や
カ
ン
パ
の
ご

協
力
を
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

～

い
わ
て
ロ
ー
カ
ル

ユ
ニ
オ
ン
盛
岡
支
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
１
９
６
２

５
８
１
１
１

カ
ン
パ
の
ご
協
力

～

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
番
号

０
２
２
２

０
７
１
３
９
８
２
６

口
座
名
称

岩
手
県
消

費
者
団
体
連
絡
協
議
会

団
体
・
個
人
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

（
い
わ
て
食
農
ネ
ッ
ト
、

岩
手
県
消
費
者
団
体
連

絡
協
議
会
、
い
わ
て
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
盛
岡
支

部
、
い
わ
て
生
協
労
組
、

新
日
本
婦
人
の
会
盛
岡

支
部
な
ど
）

学
生
食
料
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ニ
ュ
ー
ス
よ
り

盛
岡
大
学
で
食
料
配
布「
あ
り
が
た
い
」

「
う
れ
し
い
」事
後
を
含
め
80
人
に

学生食料支援ニュース

２０２１年 ６月３日発行 プロジェクト実行委員会事務局いわてローカルユニオン盛岡支部

Tel 625-8111 Fax653-652

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
22

コ
ロ
ナ
い
よ
い
よ
第
4
波
?

マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど

皆
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
る

濃
密
発
生
源
を
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う

高
齢
者
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
、

そ
れ
に
繁
華
街
の
一
部
の
お
店

自
治
体
は
随
分
工
夫
し
て
い
る

世
田
谷
、
広
島
、
山
梨
な
ど
な
ど

足
り
て
な
い
の
は
ク
ラ
ス
タ
ー
や
そ
の
周

辺
の
徹
底
調
査

保
健
所
は
人
手
が
足
り
ず
四
苦
八
苦

医
学
生
を
臨
時
動
員
す
れ
ば
追
跡
調
査
は

十
分
で
き
る

や
る
気
に
な
ら
な
い
政
府
が
問
題井

上

駿

レ
モ
ン
ち
ゃ
ん

こ
と
落
合
恵
子
。
青

少
年
だ
っ
た
こ
ろ
の

ラ
ジ
オ
深
夜
放
送
。

東
京
か
ら
の
文
化
放

送
の
電
波
が
波
を
打
っ

て
途
切
れ
る
中
、
彼

女
の
「
セ
イ
！
ヤ
ン

グ
」
に
熱
中
し
た
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く

夜
の
ラ
ジ
オ
で
お
会

い
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
こ
の
４
月
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
深

夜
便
で
、
第
４
土
曜

に
彼
女
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
「
夜
の
し
お
り
」

が
始
ま
っ
た
。
言
葉

が
主
役
の
番
組
で
す

と
紹
介
後
に
彼
女
曰

く
。
「
言
葉
は
包
帯

に
も
な
る
し
、
ナ
イ

フ
に
も
な
る
」
。

な
る
ほ
ど
と
思
う
。

最
近
、
自
分
に
言
い

聞
か
せ
た
の
か
あ
る

い
は
国
民
を
元
気
づ

け
よ
う
と
発
し
た
は

分
か
ら
な
い
が
、
あ

る
方
が
発
し
た
言
葉
。

マ
ス
コ
ミ
も
何
度
も

報
道
し
た
。
元
気
に

な
っ
た
人
が
多
か
っ

た
と
思
う
が
、
逆
に

く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
人
も
い
た
と
思
う
。

我
が
身
を
振
り
返

れ
ば
、
多
く
の
人
に

包
帯
を
ま
く
つ
も
り

が
ナ
イ
フ
を
刺
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
ぼ

ん
く
ら
頭
ゆ
え
と
い

う
こ
と
で
許
し
て
も

ら
い
た
い
。

6
月
の
た
わ
ご
と

「

包
帯
と
ナ
イ
フ
」

Ｔ
・
Ｈ

18
歳
と
81
歳
の
違
い

に
な
ら
な
い
よ
う
に

小
菅
茂
吉

ロ
ン
グ
ラ
ン
を
滑
り
楽
し
め
た
鳥
海
山
山
ス
キ
ー

祓川から

新
緑
と
心
地
よ
い

春
風

心癒された新緑

鳥海山

支援行動風景


